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１ 趣旨 

この基準は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第４３条第２

項第１号の規定による認定（以下「認定」という。）に係る建築物（以下「計画建築物」とい

う。）が交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められる場合について基準を定め、

本認定制度の適正な運用を図るものである。 

 

２ 用語の意義 

この基準における用語の意義は、法、建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号。以下

「施行令」という。）及び建築基準法施行規則（昭和２５年建設省令第４０号。以下「省令」

という。）の例による。 

 

３ 認定基準 

(1)  敷地が、省令第１０条の３第１項第１号に該当する道（以下「農道等」という。）に接
する場合は、次のア及びイに適合するものとする。 

ア 農道等は、国、県、市その他これらに準ずる公的機関が管理するもので、法第４２条に

規定する道路に到るまで連続して４メートル以上の幅員を有するものであること。 

イ 敷地と農道等との関係、計画建築物の規模等については、次のすべてに適合するもので

あること。 

(ｱ) 敷地は農道等に２メートル以上接し、出入りについて人の通行に支障がないもので
あること。 

(ｲ) 計画建築物の立地等について、当該農道等の管理者から同意が得られていること。 
(ｳ) 計画建築物は、農道等を法第４２条の道路とみなして法第６条第１項に規定する建 
築基準関係規定に適合するものであること。 

(ｴ) 計画建築物は、延べ面積が２００平方メートル以内（同一敷地内に２以上の建築物
がある場合にあっては、その延べ面積の合計）の一戸建ての住宅であること。 

(ｵ) 計画建築物は、最高の高さが１０メートル以下であること。 
 

(2)  敷地が、省令第１０条の３第１項第２号に該当する道に接する場合は、法第４２条第１
項第５号に規定する道路の位置の指定を受けることを原則とする。 

 

附 則 

この基準は、令和６年１月１日から施行する。 


